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い

。
 

‘ 

' 

,

’ 

.

ニ 

.，

.

: ^
.て

^

村

の

漁

村

克

で

o .
'

.

p
;#
f

t

i
、

前

揭

把

料

の

.
內

\:
>

'
« .

®

,

:

、
 

め

史

料

㈠

に

最

も

ょ

く

帝

さ

れ

て
い
る
。以

下

贸

料

か

ら

■

に

關

す

‘

，
 

る
^k

を
杣
出
し
て
み
ょ
ぅ
。

••
v

.

i
f
e
.
っ
嶋
"
岩
四
つ
'
.
7
_ 

.

:

: 

-

但
此
嶋
之
湖‘
-
1
赛
1
1
.
丹
か
三
月
小
甸
迄
、
藻
级
釣
电
蟛
丽
山
田
へ

：
.
../
; 

生1!

而
逸
、リ_
候
、
し
ん
じ̂
只
も
か
つ
き
申
候' 
.

.1.

獵
ri
l
r五
拾
四
人.，但
年
.-
々
十
月
下
仍
之
颂<
5
}
十
ー4
_月
迄
、
：
拾
人
又

—

 

•

ハ
沿
五
人
程
宛
、
紀
州
領
之
內
へ
海
老

^
か
，け

' 

V

 

/ 

'

'
，'
へ

、

-
罷
越
候
、
五.六
|

九
|

月
迄
、
' 

S
州
.
.へ，

•
/
, 

/

/

.

鰯
網
“！
厨
わ
，れ
參
候.事
：も
御
座
候、
' .
,

:

■

.

.

.

.
:.
海
士
六
拾
戴
人. 

'
.
上
中
下
共■そ
.

年
ニ
ぶ
四
五
六
月
又、ノ八
九
月
之
加
、
紀
州
領
，

;

.

へ
拾
五
人
廿
人̂̂

か

つ

き

，
二

參
候
琪も

御

莖

 

候

•

，

.

〕

，
鮑
^
■
候
得
ハ
'.四
月
ぶ
八
月
迄X
の
.し
.

r

仕
宇
治
山
田
之
商
人.：

I

賢

.

■

m
候
、.，九
^
ぶ
ー
青
迄.ハ
生
：1
〒
而
名
1*
»ゃ
ふ
撖
、
川
崎
へ.智
.リ
拜

.哨
候
、
.

：. 

.

.

_

 

へ
'
.
.
,
.
:

〕

七

艘
• ' 

ノ

，：

-

輝

釣

船

丨
 

伹
鰹
釣

申

候

\ 
'ハ

四

月

‘音

之
內

ハ

生
鰹

ニ

而

川

^

,
へ

f

寶

*

{&
;
•六
七
月
ハ
節-

1

仕
名
进
や
、̂
:、'
川
^

へ

送

リ

寶

申

候
,

-

村
明
細
帳
を
通
じ
、て
、み
た
货
世
中
期
の
一
漁
村

 

‘

,

•

 

V 

I

V'. 
二
.

」

_

 ; 

Z
彳

:
.パ
ン
.
:,
■,丨
.：K

商
内
船

:趣
.

X

■鰹
節
並
續 ̂

:
■
. 
.
、:

•

.
' 

S
 
帖 

V
'鑛

變

.

.
：：
.
：
•
" 

. 網

：

1

:

是

.ハ「
一
.1

月

ひ

が

.ん

々

四

月

上

旬

寧

f

取

申

候

ぺ

<

、

：
川

^

へ

生

へ
,'
,

」

.
>
:而.遂

リ

：|

*

:

年̂
.ニ
'友

聲

策

事

兔

御̂
 

.

.ベ
•

:

:

候

、

干

物

- -
仕

賣

电

^

>

御

掘

§ -
'

へ

年

.！？

：不

眹

事

も

御

座

候

,

:、.
.
.
是

、
十
月::
£

1月
趋
海
老'網
藤
魚
耽
申
候
、
生
：
_
1
^
 ̂
，'河

.

'

:
;
:崎
.
.へ：滋
iy
'

寶
1

:但

居

执
-/

領
內
東
西
之
海
ニ1
而
1

^
候
' ' 

.

1

'塗

帖

’
i

s i
s i
.ノ 

'レ
：十
.

1

1

.■■
■

.
，
一.
.

荒

布
.;
:
.是

-
五
月
ぶ
六
月
迄
内
ニ
：取
申
候
、
年

」I

ぶ
不
取
事
も
御 

、
‘

座
候
ク
取
申
候
：

<.x
、
-

大
坂
鹽
崖#:
兵
衞
と
*
人

-

「

寶

 ̂

f 

候
、
；居
村
領
丹
之
內
北
よ
り
南
迄
ノ
磯

w
r
:
而
^
.
睽 

ー

若

葙

是

ハ
IE
尼
^H

月
迄
艰
乘
像
、
年

11 犮

务
少
_
座
！

g
、

百 

.

姓
喰
物
‘ニ
仕
、
：'殘

候

へX

川
崎
？
送
賣_
候
、
'
窜

候

!

磯

右

爵

：.戮

:
- '

'

''
'

入

.

.

.

 

V

.

i 

D

し

き

是

ハ

.
九

序

^

%

|

.

:
月

迄

取

堆

候

へ

% ?
^
1
1
姓

喰

慠

>

'

;

^

、

, 

取
^
候
磯
右
同
斷.、
.

〜

、
..に
.
:
'
'
 ̂

- 

.1

ふ
の
り
是
ハ
疋
月
ぶ
鸢
月
迄
霞
候
而
百
版
喰
物
ニ
：仕
候
、
取

申

.

,
候

磯

右

同

斷

,

. 

^

一

屋

舖

數

合

七

拾

三

肝
V

•
- 

-

k

H,?
五
$
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ニ
雜
誌
第
四
十
七
卷
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第
七
醜

，

貳鲆ハ

i
 

f

 

1

r 

'

五
軒
ハ
.
.
.
.
庄
ゃ
、.肝
煎
、
鄕
使
役
な
し:

.

.

'

'
-四
拾
九
軒
.|-
;
:本
西
襲
屋
戥
.

' 

.

,
:«;
#

' 

御
藏
、
：E
呂
屋 

.

拾
五
軒
隱
居
、
や
も
め
逆

1
1、な
や
共-
1
'
:
_

.
ニ
ー
家
數
パ
七
拾
三
軒.'
.
.
.'-
.-  ̂

.

. 

:

■
,'
_

四

拾

九

軒

ン

本

犀

-

「

ゾ

.：'

...
ぐ
4 

- 

',
，卜

.
^
-戒
拾
四
軒
：：
添
屋
'
:
..'.
.
rl'
.
:-
:
b

.
1

、
=
*瓦
\;
合
、
V
 

A
 
九

拾

壹

人■'
■'徵
■'
:
親
子
兄
弟'
',,
.
.:

,
' 
I 

A

I八r
-

c

內
九
拾
七
人.き

親

f

弟

-
:
-

:

f

:
百
五
拾
人
ン
本
百
姓，
'
.
■
'

. 

'內

三

拾

五

人'
永
呑
無
役
人-

'

'

'.
.

. 

H
A
' 

V
,
. 

'

.

.

/ 

.
'

但
十
月
吓
旬
夂
龙
月
迄'紀
州
領
へ
商
內.
.
|
1
.
.

參
^
:
>
べ 

,

.
:.

.

:-
■'
. 
:'
-■
.•
 

::;•
•... 

右
の
記
載
ょ
り
推
測
を
試
み
れ
ば
、

\こ
の
村
の'近
世
中
期
に
お
け
る
漁

：

業
の
狀
態
忧
次̂
如
く
で
あ
る
。
村
民
は
數
人
の
：商
么
を
除
き
、

.殆
ん
、ど 

は
漁
民
で
あ
り
、
：
1年
間
を
通
じ
何
等.か
.の
激
業
に
從
事-1
:
る
。
卽
ち
華 

被
岸
頃
ょ
り
始
ま
る
名
吉

t
c
=
i
)

：網
漁
業
、.卷
か
ら
夏
に
か
け
て
'の
鰹 

釣
漁
業
、.秋
か
ら
冬
に
，か
、け
て
は
海
老
網
と
循
環
し
、
.
又
海
士
潜
水
採
取

;

,

し
：

.

:

,

丨
'
.

k

s

:

(

七
五
六)

:

:
伊
に
か
-け
.て
€)
沿
5
!
^
—へ
.の
.海
老

留

漁

、
似
士
稼
ぎ
竦
、
か
な
饫
跋 

へ
，

範
圍
に
及
ル
で.い
た
.事
で
：知
る
。
，こ
の
機
な
漁
民
の

a
稼
ぎ
は
、
廣
く
言
、
 

,

え
ば
漁
村
全
體
の
特
徴
で
も
あ
る
が
、
志
摩
に
於
い
て
：は
殊
に
多
か
っ
た

- 

.
，
.機
で
あ
る
。
史
料
的
根
據
找
1

さ
れ
て
い
な
い
が
、
紀
伊
國
墓
郡
宇 

'
一
 

久
并
村
に
つ
：い
て
、
-
,'「

宇
|

村
ノ
內
湊
ノ
漁
業
創
始
：ハ
：元
志
州
>
海
士 

.

,:
■
チ
タ
テ
明
曆
二
：年
大
納
言
親
宣
公
巡
國
ノ
際
志
州
堅
田

X

HM-
-
田
' 
船
‘越 

.:

.
の
隣
村 

1
引
用
衆)

;
ノ
海
士
 ！11

輪
崎
ノ
磯
邊

U

於
テ
.捕
鮑
セ
ジ
ニ
一

 
覽
.

,

T
リ

感

喜

ア

ラ

セ

，
一
フ
レ

#
久

井
/

」r

地
^ ̂

シ
拙

ザ

〉

'

•
鮑
/.
.歡

ヲ

與

へ

居

伴®

隹

と
I

s

顏

が

：
^

乃
、
眞

僞

番

は

と 

.

.も

か

く

と

し

，て
、

.

.
'こ
の.地
方
の.漁
民
0

廣
範
圍
な
生
產
活
動
を
裏
付
け
る 

:

も

の

宏

ろ

ぅ0 

,

『

舊
藩
：時
代.
：の
漁
業.
制
度
調
査
資
料』

第」

衞

1

九
八
頁
。

■.

近
世
'の
初
期
か
ら
和
期
に
か
け
.て
は
各
地
に
新
し
い
激
業
の
開
發
が
枉

. 

.

わ
れ
た
時
期̂
あ
る
。
そ
の
際
技
術
的
な
面
で
の
擔
い
手
と
.な
っ
た
の
は 

,

漁
業
の
行
わ
れ
る
地
冗
の
住
民
セ
は
な
く

;'
'

先
進
地
帶
の
漁
民
で
あ
っ
た 

■:
:
,
事
は
各
地
の
史
實
が
是
を
物
語
る
ヾ
關
東
漁
業
の
開
發
に
づ
い
て
は
羽
原 

博
士
ひ
指
摘
を
れ
た
|

上
方
、
主
と
し
て
大
阪
_
、
■
紀
伊
水
道
沿
岸
漁 

民
の
巢
し
た
役
割
は
大
き
い
の
，
で.あ
る
。
都
市
往
民
の
た
め
の
食
糧
七
し

業
は
村
內
、
外
を
含
め
れ
ば
こ
れ
又
終
年
に
苴
っ
て
い
る
蕻
が
明
ら
か
で

-'
-

.

•
て
、
，
或

い
.は
一
部
農
村
の
肥
料
と
し
'て
激
業
生
產
物
に
對
し
需
要
は
急
激 

あ
る
。

こ
れ
レ
の
諸
漁
業
の
間
に
相
對
的
な
此
重
を
附
寸
事
は
で
き
な
い

:

'
ぬ
增
大
し
っ
っ
あ
っ
.た
。
從
來
の
漁
場
で
は
限
界
が
あ
り
、
さ
り
と
て
沿 

が
、
注
目
す
べ
き
ば
ぞ
の
活
動
範
圍
で
、

•
單
に
自
村
や
、
嵌
摩
沿
岸
の
み
：.
岸
に
住
む
者
す
ベ
て
が
技
術
的
な
能
力
を
持
っ
て
い
た
譯
で
は
な
い
。
.
そ 

な
ら
ず
、
三
河

——

恐
ら
く
は
渥
美̂
!——

へ
め
驗
地
引
網
に
對
す
る
ー
s

こ
乜
こ
の
時
期
に
は
先
進
地
帶

^

，
の

出

激

は

盛

ん

。
-
行

わ

れ

た

の

で

あ

 

勢
働
力
と
し
て
の
出
稼
ぎ
や
、
紀
州
領

I

恐

ら

く

は

伊

塞

部

か

ら

紀

：

：

ろ
う
。
中
世
漁
業
の
有
す
る
膝
史
的
な
意
味
も
亦
そ
こ
に
見
出
さ
れ
る
の

で
あ
る
。
志
摩
の
：
一
漁
村
の
例
も
、
：か
か
る
時
期
に
お
け

.る
先
進f

帶
の 

出

漁

の
狀
馨
示
す
も
の
.と
考
え
ら
れ
る。
.

'

'

:

.

.

■ 
§

 

.
羽
原
又
吉
'

F

關
東
漁
業
の
近
世
的
發
展
と
上
方
漁
民
'©

役
割
'

」

.■ 

.

拓
殖
論
■

第
四
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一.ー

號

所

收

。

.

.

パ

.

':

■
.

良
'
享
四
年
の
村
明
細
書
上
げ
か
ち
推
调
さ
.れ
る
：も

う.
1

つ
の
事
姻
は、
.

こ
の
村
に.お
い
て
生
產
さ
れ
飞
商
品
の
：販
路
に
つ
い
て

.で
あ
る
。
.
名
进
屋
. 

雒
等
の
大
雜
の
城̂
町
が
殆
ん̂

ど
め
漁
獲
物
に
つ
い

」

て
も
見
出
さ
れ
る
.

.： 

の
は
、.常
時
に
お
け
る
繼
物
に
對
オ
る
需
要
が
何
處
に
ぢ
つ

'た
か
を
示：
■■ 

，
す
も
の
で
あ
安
が
、
ど
の
他
に
、：：

.近
く
の
山
田
、
，
川

崎

等

め

名

が

霧

に

. 

見
ら
れ
る
の
も
注
目
に
價
す
る
,0
特
に
川
崎
は
山
田
市#
に
あ
る
ー
町
場' , 

で
あ
る
が
、
と.の
地
方
の
局
地
的
な
市
場
と
な
つ
て
い

.た
の
.で
は
.な
か
み 

う
か
。
こ
の
地
の
商
人
の
活
曜
は
志
摩
沿
捧
一

'圓
に
.及
ん
で
.い
る
の
で■あ
..
•
.:

. 

る
。
又
商
品
に
ょ
つ
：て
は
荒
布
の
；如
く
、

:大
坂
の
商
人
べ
：渡
る
も
.■の
.も
あ
，
. 

り
、.漁
獲
^

都̂
が
，
；̂定
の
ル
一
ト
兮
有
レ
て
い
た
わ
け
セ
は
な
い
彳
魚

' : 

商
と
の
關
係
は
こ
の
史
料
か
ら
，で
は
不
明
で

.あ
る
。
.
'.
. , 

'

'
.
:

ペ

ー
'

—

,

'

■

^

\
+ 

• 

f 

»

で
は
以
上.の
：
様

蒸

！

^

狀
態£

、：：：

ぞ

の

後

ど.め
機
に
變
化
し.て
行
っ.
.

た
か
を
逍.
ヴ
て
衣
ょ
う0
：た
だ̂

I

な
が
ら
史
料
：

E

以
下
に
つ'い
て
は
、
.

：，

丨

前
に̂

觸
れ
た
機.に
、
：記
載
內
容
が
史
料
㈠

と
異
り
、
殆
ん
ど
が
年
貢
、
獻

.上物
等
の
み
し
て
い
る
事
を
豫
め
斷
つ
て
挺
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

^

す
f

の
變
遷
を
み
る
と" 

一

R

祿
四
年
、
鱗
釣
船
七
、

一
か
ひ
ち
よ

'

四
十1
。
：

享
保
ー•一
一
年
、
.
漁

船

v(

=
リ

ョ

ゥ

船

、
■
鰹

船

と.同

じ)

七

、

小

い

，

.

.

さ
ば
五
、
ち
よ
.

ろ
、船
四
十
一
。
.
'

享
保
十
一
年
、
^

釣
！

g
九
、小
い
さ
ば
五
、

.

ち
よ
ろ
猫
四
十
一
.
。'
：寬
延
一

一

年
、
經
釣
船

九
：
.

小
い
さ
ば
五
、
ち
よ
ろ
船 

，

六
〇
。
；
天
明
四
年
、

'
廳
船
五
、

〈

小
い
さ
ば
船
五
、

い
わ
し
船
五
、
ち
よ

 々

都
ー
0

五
。
以
上.
9記
載
が
實
際
の
數
字
か
杏
か
に
つ
い
て
は
、

こ
こ

^

.

.

.

.檢

證

す

ぺ

き

材

科

，
を

持

た

.
な
い
。
し
か
し
鳥
羽
雜
に.*
?

い
て
ば
船
、
特

に
'.

, .
:

▲

船
に
對
す
る
年
貢
が
あ
つ
ゼ

.記
錄
.は
今
の
と
こ
ろ
見
出
せ
な
い
か
ら

、

‘

/
.

實
際
と
は
そ
れ
程
離
れ
て
い
.る
と
も
考
え
ら
れ
な
い
。
，
そ
こ
で
以
上
，の
數
：

'.

/
.字
か
ら
享
保
以
後
ぬ
，お
け
る
船
數
の
急
增
が
_
み
取
ら
れ
よ
ぅ
。
天
明
年 

■■

.

.間
に
は
そ
れ
迄
尤
見
ら
れ
な
か
つ
允
い
わ
し
船
の
記
載
が
見
ら
れ
、‘
新
な 

.

■漁
業
め
發
展
が
想
定
さ
れ
る
。
し
か
、

そ
の
：他
方
で
は
、鰹
船
の
如
く
、
- 

當
時
と
し
て
は
此
歡
的
汰
型
.の
1

に

属

す

る

も

の

、
に

滅

少

が

見

ら

れ

、
‘

;

'

:■
:

顧
倒
的
に
增
加
を
見
せ
て
.い
，
る

の

：
は

小

型

，
の
，
ち

よ

ろ

船

で

あ

る

。

ち

よ

ろ 

:

.

船
と
は
こ
ー
の
地
方
で
悔
士
の
潜
水
採
具
激
業
に
使
用
ず
る
小
型
の
漁
船
を

-

、

' 

傲
す
。
.こ
の
池^.
で
'^.

海
士
を
力.チ

光
.フ
ネ
ド
に
分
け
、
；.
前
者
は
主
と 

し
て
未
婚
’
卷
年
の
者
で
い
船
を
利
用
せ
ず
ヽ
海
岸
か
ら
泳
い
で
行
つ
て 

,

潜
る̂

9

を
指
し
、
礙
者
は
夫
癤
で
船
を
持
ち
、
沖
べ
相
て
夫
が
船
上
に 

'

殘
り
，
妻̂

潜
水
を
補
被
す
る
形
態
^-

と
る
海
士
を
指
す
。
# "

つ

て

ち

よ:
_ 

へ
' ,

ろ
船
の
：增
加
ル-
海
士
_

水

激

業

の

發

達

を

亲

す

も

，
の

と

寧

又

よ

ぅ

.

.:
0

知
 

た
.
.
.か
も
と
の
時
期.は
長
崎
に
：お
け
る
俵
i

出
が
|

の
政
策
と
し
て
强

V

-

: 

... 
”
 

(

註
.
二
 
.

)

 

■'.
.

-

.

'く
謹
さ
れ
る
に
至
：つ
た
頃
で
あ
り
、
-
.俵

物

等

：
の

轍

出

水

產

物

の

T
主

要 

'

へ

生

產

地

域

で

あ

つ

.：た

志

摩

沿

捧
.の

领

村

、
.

)

.
特

に

海

士

潜

水

漁

業

に

對

し

大

..
. 

.
'き

な

影

響

の

あ

つ

だ

事

は

容

易

に

想

像

し

得

を

。
-

、

;

，

ン
 

'

ノ

3£

五
，

(

七
3£
-

-
七)

:
.ろ
り
五
十
ー
。
寶
永
七̂

、
鯉
釣
り
®

、
小
い
さ
ば
船
ニ
、

ち
ょ
ち
船

...

-

J

.

.

.

.

.
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を
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み
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通
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一

漁
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雜

認

.第
、四
ナ
七
卷
'
第

土

嚨
.

■;
.

.

,

.(

独

I
)

：
患

田準
..L
.
『

.志
摩
の
®
女』

.C

7ナ
ッV

、

一 
ー

ゼ
.ア
4
織 

報
第
四
6)

：四
|
,五
肓
參
照
。

\

8

6

年

代

記

的
に首

え

ば

、

■

J E
德

五

半

O

•
七

一

五

〉

の

改

革

以 

,

後

も

依

，物

輸

出

は

銀
、
-
銅

等

の

金

燭

地

金

の

輸

吵

め

補

充

物

•と

し

て
 

•

次

第

に

%

加

し

っ

っ

ぁ

っ

&

,
が

'、

寶

曆

十

三

■
年

a

笑

三

)

依

物

 

:

の

集

荷

に

關

し

ク

俵

物

請

負

人

を

指

足

し

ヶ

天

明

五

年

^

^

八

五

)

/

 

.に

は

こ
れ

.を

幕

府

直

擎

の

.俵

物

從

所

扱

い

に
^

M

し
、

耍

な

：質

易

 

品

と

し

て

一

般

の

賣

货

を

禁

止

し

丈

い

る

。

羽

原

又

告

『

ロ

沐

漁

業
 

經

濟

史

』
(

上

卷

)
i

一
十
五
！

^

以

下

參

职

。
 

，
 

し

か

し

て

の

機

な

ち

よ

ろ

船

の

增

加

が

、

直

ち

に

こ

ひ

村

め

漁

榮

の

發

‘ 

達

で

あ

っ

た

か

ど

ぅ

か

ば

檢

射

の

必

要

が

あ

る

。

■

確
，か

に

隻

數

の

堦

加

は

 

.

.見

ら

れ

、

村

^

、

.
村

外

を

含

め

て

こ

の

村

の

漁

民

に

‘よ

る

生

.產

量

め

i f
加
 

も

又

見

ら

れ

4

で

あ

ろ

ぅ

。

.
し

か

し

、

生

產

カ

姑

依

然

と

し

て

低

い

陵

階

：
 

に

止

ま

っ

て

い

る

。

そ

の

意

味

で

•
の

.
發

展

は

殆

ん

ど

な

く

、

資

本

制

i

 

: 

へ

の

發

展

も

亦

な

か

つ

‘
た

と

言

つ

て

も

よ

い

。

む

し

ろ

そ

の

可

能

性

の

よ

 

り

大

き

い

觸

釣

激

業

は

衮

昏

の

徴

さ

え

. %
兒

せ

て

七

る

の

で

あ

る

。
、こ
の 

機

な

小

漁

民

.の

一

般

的

な

形

成

と

、

：彼

等

に

.よ

る

盛

ん

な

漁

業

活

動

は

、

近
世
虑
摩
の
す
パ
，

V

の
.漁
村
にお. ：

い
て
、'多
か
れ
少
か
れ
共
通
し
て
.見
出
. 

さ
れ
る
。
坐
產
手
段
ゆ
殆
ん
ど
.要
.せ
ず
、
し
か
'も
馨
の
特
殊
技
能
に
よ

'

.•

. 

る
獨
占
的
な
生
塵
と
、
墙
犬
す

：

る
需
耍
の
た
め
に
價
格
の
低
下
は
ま
ず
な

,
/ 

か
つ
た
事
か
ら
、
こ
の
様
為
生
產
の
形
態
は
志
摩
の
漁
村
に

f

適
合
し 

た
形
態
で
あ
つ
た
と
考
え
ら
.れ
る
。
勿
論
少
數
な
が
ら
規
模
の
大
き
い
漁 

業
は
存
年
し
た
が
、
ぞ
の
他
方
で
：は
名
吉
網
漁
業
の

.如
く
.、：.村
中
共
同
の
：，

r
'

.

.

' 

.

-

,

~ 

，
'
五
；

K

 

(

七
，五
八)

地
^
-
P
長
く
殘
り
、
そ
の
村‘に
と
っ
て
大
き
な
意
味
’を
持
ち
績
け
得
た 

、

事
も
又
同
樣
にこ
の
地
方
にy
っ
て
、g
產
形
態
の
.上
か
ら
適
合
拽
を
持 

つ
て
.い
た
事
と
結
び
付
け
ら
れ
る
。

パ
；
'.
:
:

(

驻)

'
地
：下
辋
に
：'っ
'い
：
て

は

別

の

機

會

杧

や

^
詳

し

.く

述

ぺ

る

溃

.
あ
る
が
、
簡
単
に
は
拙
稿

「

地
下
辋J

世
界
塍
史
事
典
第
八
卷
、
ニ 

'

六
ニ
頁
參
照.。
な
お
河
阏
武
春

「

舊
漁
業
聞#——

志
摩
畏
賊
村

」

:民
間
傳
承
笫：

十
七
卷
笫
八
：號
三
十

.

卞
丨
三
十
九
頁
に
志
摩
國
ー
漁
村 

■

の
，地
下
辋
に
っい
て
の
開

^
き
が
あ
る
。

.そ
の
他
の
漁
業
に
關
す
る
記
載
は
、
若
干
の

^

物̂
に
關
乙
、
產
出9 /

:

.

.
時
期
を
書
き
上
げ.て
.い
.る
が
、
是
等
は
何
れ%-
獻
Jt
物
と
•し
て
で
あ
る
か.
 

，ら
、
こ
れ
以:#
に
も
漁
獲
は
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
。
享
焊 

..
、，
十

：

r

年
の
村
明
細
韻
か̂
I

.の
季
節
を
記
し
た
：も
め
を
拾
っ
て
.
み
よ 

,
.
f
o
,v
°.鱗
、
®
月
よ
り
九
月•迄
。.

眞
珠
貝
、
五
月
よ
り
七
月
迄
。
：
齡
、
十
巧 

よ
.り
十
一-一'月
迄
。
：.若
布
、..一一
月
よ.り
三
月
迄
。
荒
布
、
五
月
よ
り
八
月
迄

。
. 

'海
麻
、'十
月
よ
1
.
1
:
1

月
迄
。'
:甘
苔
、
ソ
一''一
月
よ
り
三
月
迄
？
名
吉
、
.十
.月
4
.
: 

'、
，̂
1
1
1
月
造
。.こ
れ
ら
を
貞
享
四
年
，の
記
載
と
比
較
す
れ
ば
多
少
の

_
動
は
' 

な
い
で
も
な
い
が
、
季
節
の
記
載
そ
れ
自
體
が
極
め
て
蓋
然
的
で
あ
る
か

- 

ら
.、
 

そ
れ
を
云
や
 
す
る
. 事
は
不
可
能
で. あ
ろ
ぅ
。

戶
ロ
歡
の
，記
載
は
天
明
四
年
の
史
料

㈦
に
記
載
が
み.ら
.れ
、

家
數
ー
ー
百
： 

.四
、
，
入

數

千

百

十

：一

.一
、
内
男
五
苜
十
九
、
女
五
百
九
十
三
と
な
つ
て
い
る

。

. 

記
載
拣
消
のi

を
考
瓛
に
入
れ
て
も
貞
孽
以
後
か
，な

^M

激
な
增
加
が 

見
ら
れ
た#
を
^

る̂
。

ド
 

■ 

' 

■

-四
-
.
.
. 

.

.

.
A
,

.

最
後
•に
、.
.數
册
の
村
明
細
帳
に
最
も
詳
細
に
記
さ.れ
て
い
■る
こ
の
村
の 

年
貢
負
擔
に
つ
い
て
若
干
考
察
し

V

み
..よ
ぅ
.0'
ま
ず
芷
租
で
あ
る
が
、
是
. 

は
村
高
の
記
戦
あ
る
の
み
で
、
免
が
出
て
い
な
い
か
ら
负
糖
は
不
明
で
あ 

る
。
眞
享
四
年
の
髙
ニ.百
ー
右
八
斗
四
升
六
合
は
そ
の
後
寧
保
十
ー
年
0

. 

1

一
百
五
石
五
斗
四
升
迄
儘
か
の
變
化
を
見
.せ
.て
い
る
。.?1
村
と
>

^
の
特
. 

別
な
平
貢
は
、
水
主
米
と
浦
役
が..あ
る
-°
ま
^.
水

生

ー

米

か

ら

み

よ

.ぅ

。

貞
. 

莩

四

卬

の

水

主

米

高

十

七

石

，
六

斗

五

升

七

介

は

そ

の
後
も
璲
化
し
て
い
な 

>
。

二
瞪
こ
れ
が
何
を
基
準
と
し
て
掛
け̂
^
た
の
.か
不
明
で
あ
る
が、
：
. 

冗
祿
四
年
の
史
料㈡—

的
に
は
何
れ
も
こ
の
凼
來
に
‘つ
い
て
次
の
如
く
記 

し
て
.い
る
。

. 

.

「

是

：
ハ
，
九

鬼

大

隅

守

樣

御

代

、
，
水

主

多

ク

被

召

迎

，
百

姓

共

迷

惑

t

 
ニ
，

,:
H

.

.

.
水
主
米
と
申
米
差
上
ヶ
申
候
而
水
主
遣
掏
赦
免
被
成
表
^
候
‘と
申 

■傳
候
、.：
其

以

後

本

役

平

役

三

分

r

役
戴
分
役
瓷
分
役
迄
、■家
相
應
.
-
御 

:

:掛
被
成
、
年
々
多
少
御
座
候
處
：二
、
パ
內
藤
飛
驊
守
樣
御
代
、
貳
拾
年
以

:.

前
子
之
年
ぶ
矩
成-被
你
付
、

：

只
今
迄
右
之
通.
-一
御
座
候
御
事V
L- 

■

卽
ち
こ
の
年
貢
の
最
初
：の
於
態
は
、
領
主
に

.よ
る

賦

役

の

徵

發

で

あ

.つ 

た
の
が
、
九
鬼
大

g

守

0近
批
初
頭
爲
羽
藩
主

)

の
叨
か
ら
米
納
の
形
態 

を
と
る
に
至
つ
た
。
こ
れ
は
沿
岸
の
各
村
に
見

.ら
れ
る
。
，
こ
め
.藩
で
は
明 

記
さ
れ
て
い
な
い
が̂
水
主
役
の
負
擔
が
そ
の
村
に
對
す
る
漁
業
の
許
可

'
. 

と
關
故
を
持
つ
取
合
が
參
か
つ
た
模
様
で
あ

(I

ふ
し
か
し
お
自
の
場
合
は
一 

そ
れ
^
水
东
米
で
は
な
く
、
次
に
述
べ
る
浦
役
で
あ

.つ
た
が
、

一
應
矶
帛

.
村
明
細
帳
を
通
じ
て
か
た
.近

世

中

期

の

一

漁

村，
> 

,

村
に
は
す
べ
て
か
け
ら
れ
て
い
る
年
貢
な
の
で

こ
こ
，に
擧
げ
た
。

(

独)

詳
.山
く
は
山
ロ
和
雄

r

日
本
漁
業
經
濟
史
硏
究

」

.
u
o頁
以
下
'

參
照
。

.
浦
役
は
、ど
ぅ
で
あ
っ
た
‘か
。
.是
も
そ
の
額
は
身
享
以
後
變
化
を
見
せ
て 

い
な
い
。
記
載
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

r 

■

」

銀貳瓦五拾目.

浦役
 

. 

' 

. 

'内

..：
'
.
.
,

,

.

.

-

,

•

.

.

百
目
.ハ、

..七
月
—納
申
候；
' 

^
 

'
 

.

.
 

.

.
八
'拾
目
.ハ

十

月
.-

r

納

申

候： 

.

;

.七
拾
目
ハ.
十

二

月

ニ

納

申

候、
.
.
，
'

:
是
者
定
成
，

)

1,而
年
々
磯
濱
之
諸
漁
諸
色
海
蕾
網
百
姓
共
自

_
ニ
仕' 

人

：
候
い
外
ニ
浦
御
運
上
差
上
.ヶ

不

申

候

御

事'

- 

.

、-

■-
.
.
.
.

 

.」

•
右
の
記
載
で
明
ら
か
に
示
さ
れ
る
如
く

 
^
|
^
仅

は

こ

の

村

に

對

す

る

漁 

議

(

促
し
こ
れ
が
現
在
の
漁
業
權
と
異

る

靡
は
常
然
で
あ
る
が)

確
認 

の
反
對
給
，付'と
：な
っ
て
い
た.。
又
、>
く
も
こ
.の
，時

拗
.

(

貞
享
|
天
_明)

i
 

に
つ
い
て
は
、
他
の
運
上
は
な
く
、
ご
の
年
貢
を
納
め
る
限
り
、
磯
漁
に

.

.
 

關
し
.て
は
首
姓
共
自
出
に
操
業
し
得
.た
も
の
で.あ
.る
。
從
っ
て
、
若
し
沿 

岸
に
あ
っ
て
も
、
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榮
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。
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叉
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.
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摩
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。
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又
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潜
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應
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％
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あ
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